
▲縄文土器（出土状況）

▲郷土資料館での展示の様子 ▲遺跡ごとの発掘調査報告書

▲伊奈氏屋敷跡現場説明会の様子

発掘調査区全景（平成23年度）

▲伊万里焼

▲水晶

▲出土した遺物から、
　生活や時代背景が
　読み解ける 精査の様子

①洗浄①洗浄 ②注記②注記

③接合・復元③接合・復元 ④図面整理④図面整理

特集  あなたの足元にも、歴史が眠っているかもしれません特集  あなたの足元にも、歴史が眠っているかもしれません

　縄文時代中期から晩期の集落遺跡。平成23・27年度の調査では、縄文時代
の竪穴式住居跡、土壙を検出しました。また、大量の縄文土器や石器が出土
したほか、土偶、耳飾、玉や管玉など、ほかの遺跡ではあまり見られない遺
物も出土しました。

　
発
掘
調
査
終
了
後
、
調
査
時
に
作
成
し
た
図
面
類

や
出
土
遺
物
の
整
理
な
ど
を
行
い
ま
す
。
整
理
作
業

で
は
出
土
遺
物
を
洗
う
「
洗
浄
」
、
ど
こ
か
ら
出
土

し
た
も
の
か
を
遺
物
の
内
側
に
直
接
書
き
込
む
「
注

記
」
、
割
れ
て
い
る
土
器
を
元
の
形
に
復
元
す
る

「
接
合
・
復
元
」
な
ど
を
行
い
ま
す
。
発
掘
調
査
に

よ
り
得
た
資
料
は
、
そ
の
遺
跡
を
知
る
た
め
の
数
少

な
い
物
証
で
あ
る
た
め
、
丁
寧
で
確
実
な
整
理
作
業

を
行
い
ま
す
。

住
宅
の
建
設
や
道
路
の
敷
設
な
ど
の
開
発
事
業
が
行
わ
れ
る
た
め
、
現
状
保
存
が
で
き
な
い
埋
蔵

文
化
財
に
つ
い
て
、
遺
跡
の
記
録
を
保
存
す
る
た
め
に
行
う
調
査

理
作
業

【
記
録
保
存
調
査
】

　
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
理
解
す
る
う
え

で
重
要
な
遺
跡
を
対
象
に
、
そ
の
現
状
保

存
を
目
指
し
て
、
遺
跡
の
内
容
や
範
囲
を

把
握
す
る
た
め
に
行
う
調
査

【
保
存
目
的
調
査
】

3
整

　
遺
跡
を
含
む
文
化
財
は
、
貴
重
な
財

産
で
あ
る
た
め
、
調
査
成
果
を
広
く
公

開
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
発
掘
調
査
・
整
理
作
業
の
成
果
を
報

告
す
る
発
掘
調
査
報
告
書
の
作
成
に
加

え
、
郷
土
資
料
館
で
は
、
出
土
し
た
土

器
や
石
器
な
ど
の
実
物
の
展
示
、
発
掘

開
と
活
用

4
公

　平成29年度より継続的に実施している
調査です。関東郡代伊奈氏の祖である伊
奈熊蔵忠次が、小室の閼伽井坊屋敷を接
収し築いた陣屋跡で、当時を偲ばせる土
塁や堀、道路などが現存するとともに、
「表門」「裏門」「蔵屋敷」「陣屋」など
の名称が残っています。平成29年度の調
査では、伊万里焼や志野焼などの陶磁器
片のほか、水晶が出土しました。今年度
も発掘調査を実施する予定です。

伊奈氏屋敷跡発掘調査

　古墳時代中期を主体とする集落遺跡。平成22年度の調査では、縄文時代の
竪穴式住居跡や竪穴状遺構、古墳時代の竪穴式住居跡、土壙、奈良・平安時
代の竪穴式住居跡などの遺構が見られました。また、縄文土器や石器のほか、
土師器、須恵器、鉄製品、鉄滓などの遺物が出土しました。

掘
調
査

2
発

　
試
掘
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
遺
構
や
大
量
の
遺
物
が
確
認
さ
れ
る
と
発
掘
調
査
が
必
要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
「
発
掘
」
と
い
う
言
葉
は
み
な

さ
ん
も
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
「
発
掘
」
と
聞
く
と
考
古
学
者
が
出
て
く
る
某
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
よ
う
な「
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
テ
ィ

ン
グ
」を
思
い
浮
か
べ
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
際
に
は
非
常
に
地
道
な
作
業
を
繰
り
返
し
、
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

　
多
く
の
場
合
、
発
掘
調
査
に
よ
る
記
録
だ
け
が
そ
の
遺
跡
を
知
る
唯
一
の
手
が
か
り
と
な
る
た
め
、「
何
が
」「
ど
こ
か
ら
」「
ど
の
よ
う
な
状
態
で
」

出
土
し
た
の
か
な
ど
、
細
か
い
記
録
を
残
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
発
掘
調
査
は
人
の
手
に
よ
っ
て
丁
寧
に
行
わ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
日
本
で
行
わ
れ
て
い
る
発
掘
調
査
の
多
く
は
【
記
録
保
存
調
査
】
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
【
保
存
目
的
調
査
】
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
調
査
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

てっ さい

い ぼうあ か

は　じ　き

ど　こうたて あな

本上遺跡発掘調査
がみほん

諏訪久保遺跡発掘調査
く ぼわす

調
査
の
様
子
の
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
夏
に
実
施
し
て

い
る
ま
が
玉
づ
く
り
体
験
や
各
種
講
座

で
も
、
実
物
の
土
器
や
石
器
を
用
い
た

解
説
を
す
る
な
ど
、
活
用
に
努
め
て
い

ま
す
。
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